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考古学研究における後継者育成の現状 I I   
―大学アンケートの集計と分析― 	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 研 究 環 境 検 討 委 員 会  

	 

は じ め に  
	 日 本 考 古 学 協 会 の 常 置 委 員 会 で あ る 研 究 環 境 検 討 委 員 会 は ， 埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査

の 資 格 問 題 を は じ め と す る 考 古 学 研 究 に 関 わ る 諸 問 題 を 取 り 扱 っ て き た 。 そ う し た

中 で ， 最 近 は 特 に 大 学 に お け る 後 継 者 育 成 の 現 状 が 喫 緊 の 課 題 と し て 取 り 上 げ ら れ

る よ う に な っ た 。 	 

	 こ の こ と が 様 々 な 形 で 考 古 学 に 携 わ る 研 究 者 の 懸 念 す べ き 課 題 と し て 意 識 さ れ て

い る こ と は ，平 成 2 7 年 1 0 月 1 8 日（ 日 ）に 開 催 さ れ た 日 本 考 古 学 協 会 奈 良 大 会 の 研

究 発 表 分 科 会 Ⅲ で ，「 大 学 教 育 と 文 化 財 保 護 」を テ ー マ に 人 材 教 育 を 通 じ た 大 学 の 考

古 学 教 育 と 埋 蔵 文 化 財 を 含 む 文 化 財 保 護 行 政 の 課 題 に つ い て 検 討 さ れ ， も と も と 本

委 員 会 と は 独 立 し た 形 で ， 議 論 が 交 わ さ れ た こ と に も 伺 わ れ る 。 	 

	 本 委 員 会 で は 一 昨 年 か ら ， 大 学 に お け る 教 育 環 境 等 の 現 状 を 探 る べ く ， 考 古 学 を

開 講 す る 大 学 を 対 象 と し た ア ン ケ ー ト 調 査（ 以 下 ，「 大 学 ア ン ケ ー ト 」と 略 称 ）を 計

画 し ， 送 付 し た １ ９ ４ 大 学 中 ， ７ １ 大 学 か ら 回 答 を 得 る こ と が で き た （ 2 0 1 6 年 ３ 月

末 日 現 在 ）。 	 
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図 １  大 学 ア ン ケー ト 調 査 票  
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	 ア ン ケ ー ト で は ， ① 学 生 数 の デ ー タ と し て 考 古 学 で 卒 論 を 執 筆 し た 学 生 数 や 卒 業

後 に 考 古 学 の 専 門 職 を 希 望 す る 人 数 な ど を 2 0 0 3 年 度 ， 2 0 0 8 年 度 ， 2 0 1 3 年 度 に つ い

て ， ま た 学 部 ・ 大 学 院 卒 業 後 5 年 以 内 に 専 門 職 に 正 規 職 員 と し て 就 職 し た 数 を ， ②

大 学 組 織 ・ カ リ キ ュ ラ ム と し て ， 考 古 学 担 当 専 任 教 員 の 数 ， 考 古 学 専 門 教 育 の 開 始

学 年 ， 発 掘 実 習 の 実 施 の 有 無 な ど を ， ③ 学 生 意 識 と し て 卒 論 の テ ー マ と な る 時 代 や

地 域 ， 分 野 を ， ④ 教 員 意 識 と し て 学 生 へ の 発 掘 技 術 習 得 の 指 導 の 内 容 や 前 ・ 中 期 旧

石 器 捏 造 事 件 に つ い て の 言 及 を 行 っ て い る か な ど を ， 自 由 記 載 欄 と と も に 記 入 を お

願 い し た （ 図 1）。 な お ， 大 学 ご と の 特 質 や ， 専 攻 分 野 の 問 題 等 ， 厳 密 さ を 求 め る と

記 入 し づ ら く な る と 考 え ら れ た た め ， 記 入 に あ た っ て は ， あ く ま で も 記 入 者 の 主 観

に 基 づ く も の と し た 。 	 

	 回 収 したアンケートをもとに昨 年 の 総 会 ， 大 会 に お け る ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン に お い て 本

委 員 会 で は ， 速 報 的 に 簡 単 な 分 析 結 果 を 報 告 し た が ， 今 回 は 回 答 内 容 の 一 部 に つ い

て ， 大 学 の 性 格 等 の 条 件 を ふ ま え ， よ り 踏 み 込 ん だ 分 析 を 試 み る も の で あ る 。 	 

	 一 方 奈 良 大 学 で も ， 分 科 会 に 先 だ っ て 独 自 に 大 学 教 育 の 実 態 把 握 を 行 う ア ン ケ ー

ト （ 以 下 ，「 奈 良 大 ア ン ケ ー ト 」 と 略 称 ） を 実 施 し ， そ の 結 果 が 公 に さ れ て い る が ，

そ の う ち ， こ こ で 論 ず る 内 容 に 関 連 す る 部 分 の 概 要 も 紹 介 す る 。 	 

	 

（ １ ） 考 古 学 を 希 望 す る 学 生 数  

	 学 生 数 に つ い て は 前 回 速 報 し た よ う に ，調 査 対 象 と し た こ こ 数 年 の 動 向 と し て は ，

そ の 顕 著 な 減 少 は 認 め ら れ ず ， む し ろ 微 増 に 転 じ て い る と も 思 わ れ た が ， 大 学 の 性

格 や 地 域 性 等 ， な お 検 討 す べ き 余 地 が 多 い 。 	 

	 考 古 学 で 卒 論 を 執 筆 し た 学 生（ 図 1 ），

考 古 学 専 攻 の 大 学 院 博 士 課 程 前 期 の

入 学 者 数（ 図 2 ），卒 業 後 に 専 門 職 を 希

望 す る 学 生 数（ 図 3 ）は ，い ず れ も 2 0 0 3

年 前 後 か ら 2 0 0 8 年 度 に か け て 減 少 し ，

2 0 1 3 年 度 に は 再 び 増 加 す る 傾 向 が 見 ら

れ る 。今 回 の ア ン ケ ー ト だ け で は 各 年 度

の 専 門 職 の 募 集 状 況 の 増 減 が わ か ら な

い が ， 自 由 意 見 欄 ， 奈 良 大 学 ア ン ケ ー ト

の 結 果 に 見 ら れ る よ う に ，募 集 数 に 呼 応

し た も の と み て よ い で あ ろ う 。年 度 ご と

に 募 集 状 況 を 調 査 す る 必 要 が あ る 。 	 

	 学 部・大 学 院 を 2 0 0 8 年 以 降 卒 業 し ，

専 門 職 に 就 職 し た 総 数 （ 図 4 ） に つ い

て 見 る と ，専 任 教 員 が 複 数 お か れ て い る

大 学（ 以 下「 複 数 」と 略 述 ）で は 平 均 1 1 .
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図 1  考 古 学 で卒 論 を執 筆 し た 学 生 数  

                  （ 大 学 ご と の 平 均 人 数 ） 	  
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図 2  考 古 学 専 攻 の大 学 院 博 士 課 程 前 期 の  

             入 学 者 数 （ 大 学 ご と の 平 均 人 数 ） 	  
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図 3  卒 業 後 に専 門 職 を希 望 す る人 数  

                      （ 大 学 ご と の 平 均 人 数 ） 	  

（ 専 任 教 員 数 ）  （ 専 任 教 員 数 ）  

（ 専 任 教 員 数 ）  
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４ 人 と ， 専 任 教 員 が 一 人 の み の 大 学 （ 以

下「 一 人 」と 略 述 ）の 平 均 5 .１ 人 の 倍 以

上 の 専 門 職 の 人 材 を 輩 出 し て お り ，後 述

の 就 職 情 報 量 を 反 映 し た も の で あ ろ う

（ 専 任 教 員 不 在 の 大 学 （ 以 下 「 不 在 」 と

略 述 ） の 平 均 は 0 . 3 人 ）。 	 

	 奈 良 大 ア ン ケ ー ト の 結 果 に 見 ら れ る

よ う に ， 採 用 枠 と 就 職 者 数 の 内 訳 （ 正 規

/非 正 規 職 員 あ る い は 自 治 体 ， 公 共 ・ 民

間 調 査 機 関 等 ）の 就 業 形 態 の 把 握 は 急 務

と 言 え る 。 特 に 非 正 規 採 用 の 比 率 ， 非 正

規 年 数 や 転 職 回 数 等 の 不 安 定 な 非 正 規

専 門 職 の 現 状 が ，” 就 職 ” の 実 態 を 見 え

に く く し て い る と 思 わ れ る 。非 正 規 化 な

ど 専 門 職 の 就 業 形 態 の 変 化 と 希 望 者 減

少 と の 関 係 も 注 視 す る 必 要 が あ る 。 	 

	 考 古 学 関 係 の 就 職 の 状 況 に 関 し ， 授 業 内 で 言 及 し て い る の は 複 数 で は 9 5％ ， 一

人 で は 8 5％ で 触 れ ら れ ， 3 2~ 3 5％ で 詳 述 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し て ， 不 在 で は ， お

よ そ 1 / 3 で 簡 略 に ふ れ ら れ る 程 度 で ， 詳 述 さ れ る の は 皆 無 で あ る （ 図 5 ）。 	 

	 

	 学 生 ・ 院 生 へ の 就 職 指 導 に つ

い て 見 る と ， 専 任 教 員 の 数 や ，

そ の 有 無 は 就 職 情 報 量 に 顕 著 に

現 れ て い る 。複 数 で は 公 募 9 5％ ，

公 募 以 外 6 0 ％ ， 一 人 で は 公 募

6 2％ ， 公 募 以 外 2 9％ で 行 わ れ て

い る （ 図 6 ）。 全 体 比 で は 教 員 側

の 紹 介 が ７ 割 前 後 を 占 め る 一 方 ，

公 募 以 外 紹 介 と 学 生 自 主 が ほ ぼ

同 比 で 全 体 の ２ ， ３ 割 を 占 め る

こ と も 注 視 さ れ た い 。 就 職 情 報

の 入 手 方 法 の 多 様 化 に つ い て も

意 識 し て 調 査 を 行 う 必 要 が あ る 。	 

	 不 在 の 場 合 は ， 公 募 紹 介 ， 公

募 以 外 の 紹 介 も わ ず か で ， 学 生

の 自 主 的 な 活 動 の 比 率 を は る か

に 下 回 っ て お り ， 就 職 情 報 が 学

内 に 周 知 さ れ て い な い 現 状 が 垣

間 見 え る 。 	 

0 20 40 60 80 100 

全
体	 

（ア）詳論	 （イ）簡略	 （ウ）言及なし	 

0.00  

2.00  

4.00  

6.00  

8.00  

10.00  

12.00  

複数	 １人	 不在	 

全体平均	 

図 4  2 0 0 8 年 度 以 降 の卒 業 後 専 門 職 就 職 者 数  

                      （ 大 学 ご と の 平 均 人 数 ） 	  

複
数	 

一
人	 

0 20 40 60 80 100 

不
在	 

図 5  授 業 で の就 職 状 況 への言 及 比 率   （ ％ ） 	  
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公募以外の紹介	 
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図 6  学 生 ・ 院 生 への就 職 指 導 の実 施 割 合  

                           （ 大 学 数 ： ％ ） 	  

（ 専 任 教 員 数 ）  

（ 専 任 教 員 数 ）  

（ 専 任 教 員 数 ）  
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	 自 由 意 見 欄 で は ， 就 職 に つ い て 言 及 し た ６ 件 全 て で ， 募 集 増 加 に 対 す る 希 望 者 減

少 の 傾 向 が 指 摘 さ れ て い る 。 学 生 の 関 心 の 薄 さ ， 人 材 輩 出 で き な い 大 学 の 現 状 へ の

危 機 感 の 意 見 も あ り ， 人 材 教 育 を 意 識 し た 教 員 の 共 通 見 解 と 捉 え ら れ る 。 	 

	 

（ ２ ） 考 古 学 を 受 講 す る 学 生 の 意 識  

	 卒 業 論 文 の テ ー マ （ 地 域 ・ 時 代 ・ 対 象 ） 等 か ら 考 古 学 を 受 講 す る 学 生 の 意 識 を 探

っ て み た 。 	 

	 地 域 に つ い て は ， 例 年 日

本 が 圧 倒 的 に 多 い が ， ５ 年

以 内 で 見 る と ， 朝 鮮 半 島 ・

中 国 ・ エ ジ プ ト ・ 中 南 米 な

ど も 多 く ， そ れ 以 外 の 地 域

も 卒 論 の 対 象 に な っ て い る

（ 図 7）。 	 

	 時 代 に つ い て は ， や は り

日 本 の 縄 文 ・ 弥 生 ・ 古 墳 時

代 が 圧 倒 的 に 多 い も の の ，

５ 年 以 内 で 見 る と ， 他 の 時

代 や 外 国 も 少 な か ら ず 存 在

す る （ 図 8）。 	 

	 対 象 に つ い て は ， 遺 物 ・

遺 構 ・ 集 落 ・ 生 業 ・ 墓 制 ・

政 治 ・ 国 家 ・ そ の 他 に 分 け

て ア ン ケ ー ト を 行 っ た 結 果 ，

遺 物 ・ 遺 構 ・ 墓 制 の 順 で 多

く み ら れ る が ， ５ 年 以 内 を

加 え る と 集 落 や 生 業 ，政 治 ，

国 家 な ど も 対 象 と さ れ て い

る こ と が わ か る （ 図 9）。 	 

	 こ う し た 傾 向 は ，大 学 の 専

門 教 員 の 数 に 左 右 さ れ る こ

と は な く ， 幅 広 い 学 生 の 興

味 関 心 に 教 員 が 対 応 し て い

る こ と が わ か る （ な お ， グ

ラ フ 横 軸 の 数 値 は そ れ ぞ れ

５ 年 以 内 に い る ， と 回 答 の

あ っ た 大 学 の 数 ）。 	 

	 卒 論 か ら み る 学 生 の 興 味

関 心 は ，日 本 の 縄 文・弥 生 ・

古 墳 時 代 の 遺 構 ・ 遺 物 ・ 墓

制 と い っ た 従 来 か ら の 基 本

的 な も の が 主 体 を 占 め て お

り ， 調 査 に 携 わ る 機 会 の 多

い こ れ ら の 地 域 ・ 時 代 ・ 対

象 を 卒 論 テ ー マ に し て 研 究

す る 学 生 が 巣 立 っ て い く こ

と に よ っ て 考 古 学 調 査 の レ

ベ ル が 保 た れ ， 後 継 者 育 成

に 役 立 っ て い る と 思 わ れ る 。	 
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図 7  地 域 別 に見 た卒 業 論 文 の テ ー マ  

            （ ５ 年 以 内 に い る と 回 答 し た 大 学 数 ） 	  
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図 8  時 代 別 に見 た卒 業 論 文 の テ ー マ  

            （ ５ 年 以 内 に い る と 回 答 し た 大 学 数 ） 	  

図 9  対 象 別 に見 た卒 業 論 文 の テ ー マ  

            （ ５ 年 以 内 に い る と 回 答 し た 大 学 数 ） 	  
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（ ３ ） 考 古 学 を 担 当 す る 教 員 の 意 識  

	 学 生 に 対 す る 発 掘 技 術 習 得 の 指 導 に 関 し て は ， 発 掘 実 習 や 授 業 外 で の 学 術 調 査 の

実 施 と ， 行 政 的 発 掘 調 査 の 紹 介 に つ い て 調 査 し た 。 	 

	 発 掘 実 習 は 専 任 教 員 が い る 場 合 6 6％ ， 特 に 複 数 で は 8 3％ が 実 施 し て お り ， 複 数

か 否 か で 大 き な 差 が あ り ， 教 員 の 人 員 に 大 き く 左 右 さ れ る こ と が 明 ら か と な っ た 。

学 術 調 査 を 行 う の は 全 体 の 約 半 数 で ，専 任 教 員 が い れ ば 7 割 近 く で 実 施 さ れ て い る 。	 

	 行 政 的 な 発 掘 調 査 の 紹 介 に 関 し て は ， 全 体 で は 約 半 数 ， 専 任 教 員 が い れ ば お よ

そ 3 分 の 2 で 紹 介 を し て い る （ た だ し ， 実 際 に 発 掘 調 査 に 参 加 す る 学 生 は 極 め て 少

な い ）。ま た ，首 都 圏 を 中 心 と し た 民 間 調 査 組 織 の 進 出 に よ る 発 掘 調 査 体 制 の 変 化 が

少 な か ら ず 影 響 し て い る こ と が 想 像 さ れ る が ， 現 段 階 で は 地 域 差 な ど は 見 出 せ な か

っ た 。 	 

	 

	 

	 

	 

	 捏 造 問 題 は 専 任 が い れ ば ９ 割 以 上 で 取 り 上 げ ら れ て い る 。 た だ ， 今 の 学 生 た ち に

と っ て は 幼 少 期 の 出 来 事 で あ り ， も は や 過 去 の 話 題 と な っ て い る 。 不 在 の 場 合 ， 3

割 し か 言 及 し な い の は ， こ う し た 事 情 を 反 映 し て い る も の と 思 わ れ る 。 	 

	 関 連 法 令 に つ い て は ， 専 任 教 員 が い る 場 合 8 5％ と 高 率 で あ る 。 一 方 ， 不 在 で も

1 8％ が 言 及 し て い る 。 考 古 学 の 学 問 的 な 内 容 の み な ら ず ， そ れ を 下 支 え す る 法 令 の

重 要 性 が 強 く 意 識 さ れ る と と も に ， 広 く 共 有 さ れ る べ き 知 識 と み な さ れ て い る の で

あ ろ う 。 	 
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図 1 0  発 掘 実 習 を 実 施 し て い る 大 学 数 	  
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図 1 1  教 員 数 別 の発 掘 実 習 実 施 率 	  

図 1 2  授 業 以 外 の学 術 調 査 を実 施 し て い る 大 学 数 	  図 1 3  教 員 数 別 の学 術 調 査 実 施 率 	  

（ 専 任 教 員 数 ）  

（ 専 任 教 員 数 ）  

（ 専 任 教 員 数 ）  

（ 専 任 教 員 数 ）  
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（ ４ ） 奈 良 大 ア ン ケ ー ト の 概 要  

	 奈 良 大 学 で 行 わ れ た ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 に つ い て ， 坂 井 秀 弥 氏 の 発 表 資 料 か ら

抜 粋 し て 紹 介 す る 。 	 

	 そ こ で は ま ず ， 1 9 9 4 年 実 施 の 文 化 庁 に よ る ア ン ケ ー ト 結 果 を 引 用 し て ， 当 時 考 古

学 の 専 任 教 員 を 置 い て い る 5 4 大 学・ 3 4 大 学 院 で ，5 年 間 に 専 門 職 に 就 職 し た 学 部 生

は ，2 2 3 9 人 の う ち 5 5 5 人（ 2 4％ ），院 生 は 3 7 4 人 の う ち 1 3 3 人（ 3 6％ ），計 6 8 8 人（ 2 5％ ）

で ， 年 平 均 で は 約 1 4 0 人 が 専 門 職 に 就 職 し て い る こ と を 紹 介 し て い る 。 	 

	 奈 良 大 ア ン ケ ー ト で は ，本 委 員 会 の ア ン ケ ー ト が 過 去 1 0 年 に お い て ，学 生 数 推 移

に 大 き な 変 化 が な か っ た こ と を 明 か し た こ と を 踏 ま え ，期 間 を 1 9 9 8 年 ま で 溯 っ て 実

施 さ れ て い る 。 調 査 対 象 は 考 古 学 の 専 任 教 員 が 置 か れ て い る 1 0 1 大 学 で あ り ， 6 4 大

学 か ら 回 答 を 得 て い る 。 調 査 項 目 は ９ 項 目 で あ る が ， こ こ で は ， ア ン ケ ー ト 結 果 で

示 さ れ た 考 古 学 専 攻 の 学 部 生 及 び 院 生 の そ れ ぞ れ の 専 門 職 へ の 就 職 状 況 の 変 化 に つ

い て 概 観 す る 。 	 

	 考 古 学 専 攻 生 は ， 回 答 の あ っ た 5 5 大 学 で は 1 0 年 間 で 5 0 0 人 か ら 6 0 0 人 の 間 で 推

移 し ，そ れ ほ ど 大 き な 変 化 は み ら れ な か っ た が ，2 0 0 8 年 度 以 降 明 瞭 な 減 少 が 見 ら れ ，

5 0 0 人 前 後 で あ っ た も の が 4 0 0 人 前 後 と な り ， ほ ぼ そ の ま ま 推 移 し て い る 。 な お ，

未 回 答 の 大 学 を 含 め て 全 国 の 学 部 生 数 を お お よ そ 1 0 0 0 人 前 後 と 推 計 し て い る 。男 女

別 で は 男 子 学 生 の 人 数 が 減 り ，結 果 的 に 女 子 学 生 の 割 合 が 増 え て い る こ と が わ か る 。	 

	 学 部 生 の 専 門 職 へ の 就 職 は ， 2 0 0 4 年 度 ま で は ， 4 0～ 5 0 人 ・ 1 0％ 前 後 で 推 移 し ，そ

の 後 2 0 0 5 年 度 か ら 2 0 0 8 年 度 ま で は 2 0～ 3 0 人・５ ％ 前 後 と 大 幅 に 減 少 す る（ 図 1 6）。

2 0 0 9 年 度 以 降 は 3 0 人 前 後 ・ ８ ～ 1 0％ で 増 加 に 転 じ る 。 理 由 は ， 専 門 職 の 採 用 が 少

な か っ た た め で ，こ れ に 呼 応 す る よ う に 大 学 院 へ の 進 学 者 が 増 加 す る 傾 向 に あ っ た 。	 

	 大 学 院 を 設 置 し て い る 大 学 は 回 答 の あ っ た 6 1 大 学 の う ち の 5 6 大 学 で あ る 。 修 士

課 程 の 修 了 生 は 年 度 に よ り 6 0 人 か ら 1 0 0 人 の 幅 で 推 移 し て い る 。2 0 0 0 年 度 か ら 2 0 0 9

年 度 ま で の 修 了 生 は 8 0 人 か ら 1 0 0 人 と 増 加 す る が ， 2 0 1 0 年 度 以 降 は 1 0 0 人 に 満 た

な い （ 図 1 7）。 一 方 で ， 女 性 の 比 率 が 増 加 傾 向 に あ る 。 全 国 の 大 学 院 生 は 1 0 0 人 か

ら 1 5 0 人 と 推 計 さ れ る 。 	 

	 大 学 院 修 了 生 の 専 門 職 へ の 就 職 率 は ， 2 0 0 4 年 度 か ら 2 0 0 8 年 度 が 2 0％ 台 か ら 3 0％

台 に 低 下 す る が ，2 0 0 8 年 度 以 降 上 昇 し ，2 0 1 3 年 度 . 2 0 1 4 年 度 は 6 0％ 台 に 伸 び て い る

（ 図 1 7）。 院 生 が 減 少 し て い る 一 方 で 採 用 枠 が 増 加 し て い る た め で あ ろ う 。 	 

	 こ の 就 職 に は 非 常 勤 ・ 非 正 規 も 含 ま れ て お り ， 不 安 定 な 身 分 に あ る も の が か な り

存 在 す る こ と を 認 識 し て お く 必 要 が あ る 。 ま た ， 実 際 に 採 用 さ れ た 者 の な か に は ，

他 の 行 政 等 機 関 や 民 間 調 査 組 織 か ら の 転 職 も 一 定 数 含 ま れ る で あ ろ う こ と か ら ， こ

の 数 字 に あ ら わ れ て い な い こ と も 考 慮 し て お き た い と し て い る 。 	 

*出 典 	 坂 井 秀 弥 2 0 1 5「 大 学 に お け る 考 古 学 教 育 の 実 態 調 査 に つ い て 」『 日 本 考 古 学 協 会  

	 	 	 奈 良 大 会 研 究 発 表 資 料 集 』 p . 1 7 9 - 1 8 8  

図 1 1  じ ゅ       	  
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図 1 4  捏 造 問 題 に言 及 し て い る 大 学 数 	  図 1 5  関 連 法 令 に言 及 し て い る 大 学 数 	  
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終 わ り に  

	 後 継 者 育 成 に つ い て は ， 昨 年 ， 他 に も 動 き が あ っ た 。 文 化 庁 は ， 昨 年 7 月 と 今 年

1 月 に ， 埋 蔵 文 化 財 保 護 行 政 説 明 会 「 遺 跡 を ま も っ て ま ち づ く り －明 日 の 埋 蔵 文 化 財

保 護 行 政 を 担 う －」 を 開 催 し た 。 7 月 の 第 １ 回 は 明 治 大 学 文 学 部 と ， 1 月 の 第 ２ 回 は

奈 良 大 学 と 共 催 し ， そ れ ぞ れ 関 東 の ２ ３ 及 び 関 西 の ２ ４ 大 学 が 参 加 し て い る 。 そ の

趣 旨 は 「 行 政 が 行 う 埋 蔵 文 化 財 保 護 の 内 容 と 重 要 性 ， 実 際 の 業 務 や 魅 力 に つ い て ，

考 古 学 専 攻 出 身 の 若 手 ・ 中 堅 の 埋 蔵 文 化 財 専 門 職 員 が ， 学 生 に 直 接 わ か り や す く 説

明 す る 機 会 を 設 け ，今 後 の 埋 蔵 文 化 財 保 護 行 政 を 担 う 人 材 及 び 理 解 者 の 育 成 を 図 る 」

も の で あ り ， 現 役 の 学 生 を 対 象 と し た 就 職 説 明 会 で あ っ た 。 	 

	 こ う し た 動 き も ， こ の 問 題 の 重 要 性 や 関 心 の 深 さ を 示 す も の で あ る が ， 本 委 員 会

で は 今 後 も ， 考 古 学 を 専 攻 す る 学 生 を め ぐ る 環 境 等 に つ い て ， 大 学 ア ン ケ ー ト 結 果

を も と に ， よ り 踏 み 込 ん だ 分 析 を 試 み ， さ ら に 大 学 組 織 ・ カ リ キ ュ ラ ム の 動 向 や ，

奈 良 大 学 で も 実 施 さ れ た ア ン ケ ー ト 調 査 と の 比 較 ， 自 由 記 載 欄 か ら 垣 間 見 え る 担 当

教 員 の 思 い ， 過 去 2 回 の ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 会 場 で の 来 場 者 ア ン ケ ー ト の 記 載 内 容

等 ， 異 な っ た 対 象 へ の ア ン ケ ー ト な ど も 含 め 様 々 な 側 面 か ら の 分 析 ， 検 討 を 重 ね ，

考 古 学 研 究 に お け る 後 継 者 育 成 の 問 題 に ， い く ぶ ん な り と も 委 員 会 と し て の 役 割 を

果 た し て い き た い と 考 え て い る 。 会 場 で の ア ン ケ ー ト な ど を 通 し て ， ご 意 見 を 賜 り

た く ， 諸 賢 の ご 協 力 を お 願 い す る 次 第 で あ る 。 	 

1 6 	 

1 7 	 


